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ロセス定義、設計レベルにおける Web サービス開発におけるパターン体系、Web サービス




 本論文は 10章から構成されている。 




第 7 章で述べられている。 









ンを約 50 のプロジェクトに適用し、その効果を実証している。 




性と評価尺度を提案している。これらの品質特性、評価尺度を幾つかの Web API に適用し、
その妥当性、有用性を明らかにしている。 





 第 9 章で今後の課題を述べ、最後に第 10 章で本論文のまとめを述べている。 
 本論文の主要な技術的成果は第 4 章から第 7 章で述べられている。 









スを用いたフロントエンド部の開発技術として Web API を利用する情報システム開発のた
めの Web API品質モデルを提案している。本研究では、これらの技術を統合することによ
って、サービス指向システム開発方法論を提案している。 
















 第７章では、Webサービスを用いたフロントエンド部の開発技術として Web APIを利用
































 ⑴従来、個別に議論されてきた Web 上の情報システム開発の課題をサービス指向シ
ステム開発方法論のフレームワークに基づきその構成要素であるビジネスプロセス
モデリング、パターン、 Web API  の３つの技術領域でソフトウェア工学における
課題として明らかにしたこと。 
 ⑵  サービス指向システム開発方法論のフレームワークの下に、３つの技術領域にお
いて特定した課題に対して、ビジネスプロセスモデリングの再利用、パターン体系、
Web API の品質モデルの新たな技術を提案していること。 
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